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日本酒消費量の減少に歯止めをかけたい
　「国酒」と呼ばれる日本酒。その市場規模が年々縮
小しています。1973年に約142万klを記録した日本酒
製成量は2011年には約44万klまで減少。およそ40年間
で 3分の 1にまで落ち込みました。
　北海道においても、炭鉱で栄えた最盛期の1960年代
に 5 万klを記録した日本酒出荷量は2011年度には
5,673klに減り、かつて200以上存在したといわれる酒
蔵も13蔵を残すのみとなりました。
　人口減少や嗜

し

好
こう

の多様化、若者の日本酒離れなど、
消費の落ち込みにはさまざまな要因が考えられます
が、実は「北海道民が地酒（＝道産酒）を選んでいな
い」ところに大きな問題があります。道内消費量にお
ける道産酒のシェアは約 2割。食べるお米の道内食率
が 9割を超えることを考慮すると、ここに潜在的な
マーケットがあると十分に考えられます。
道産酒の魅力を次世代に伝えるプロジェクト
　道産酒を飲む人が増えれば、蔵はよりおいしい道産
酒を作ることができるはず。道産酒がさらにおいしく
なれば、北海道の食を取り巻く環境はもっと豊かにな
るはず！そんな思いから2013年 4 月14日に道産酒応援
プロジェクト「花咲醸酒 hana‒sake43°」の会（以下、
はなさけ）を立ち上げました。
　道産酒が飲まれないのは、それがおいしくないから
ではなく、道産酒のおいしさに多くの人が気づいてい
ないからです。実際、全国新酒鑑評会での金賞受賞率
は、北海道は今では全国トップクラスです。そうであ
れば、道産酒のおいしさを知る人が、まだ飲んだこと
のない隣の人にそのおいしさを正しく伝えることで、
道産酒のファンを増やし消費拡大に繋

つな

げることができ
ます。はなさけの活動の目的は「道産酒のおいしさを
次世代に伝える」こと。そのため、さまざまなツアー
やイベント、オリジナル商品の企画を通して“伝える”
機会を創り出してきました。
作り手と飲み手を近づけることでファンを創出
　プロジェクトは大きく三つに分けられます。
　その一つは、『蔵に行く』こと。コープさっぽろ旅
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行事業部（コープトラベル）の協力の下、現在まで 5
回にわたり「蔵元遠足」と題したバスツアーを実施し
ました。ツアーは毎回行き先を変えながら道内の蔵元
をめぐります。単なる“お買い物ツアー”に終始する
のではなく、講師を招いての日本酒講座やおちょこづ
くりといった体験を組み込み、知的好奇心を刺激する
コンテンツを提供しながら、道産酒ファンの拡大をめ
ざしています。蔵元遠足は概ね好評で、毎回バスがいっ
ぱいになるほどの参加があり、回を重ねる毎にリピー
ターも増えてきました。
　二つ目の柱は、『蔵を呼ぶ』こと。道産酒の最大消
費地である札幌に道内メーカーの杜氏や販売担当者を
招き、飲み手と作り手の交流を行っています。
　2013年 9 月には、道内全13蔵のうち10蔵を集めて北
海道神宮を会場に「お月見の宴」を実施しました。こ
のイベントでは、“次世代に残したいお酒”をテーマ
に「飲み手が選ぶ」道産酒のコンペティションを実施
しました。①原料に北海道米を使用し、②1,500円（四
合瓶）以内で、③蔵が次世代に残したいと思うお酒10
種類をブラインドで飲み比べて、参加者の投票で順位
を決定。参加した蔵元からは「市民主催のイベントで
これほど多くの蔵元が集まることはこれまでになかっ
た」「飲み手の思いを知る絶好のマーケティング機会
になった」、参加者からは「作り手の話を直接聞き、
道産酒に対する思いが深まった」といった感想が多く
聞かれました。
　また、今年度はフレンチやイタリアンのシェフを巻
き込んだコラボイベントを実施しています。毎月、札
幌市内のレストランと道内酒蔵にコンビを組んでもら
い、道産酒をテーマにした一夜限りのフルコースを提
供。 1名8,000円近い設定ながら、毎回キャンセル待
ちが出るほどの反響をいただいています。

コープさっぽろと連携してマーケットを拡大
　三つ目の柱は、『発信する』こと。はなさけでは
2013年から、コープさっぽろ、北海道酒類販売株式会
社（北酒販）との連携でオリジナル商品の企画販売を
行っています。統一ブランド「花咲醸酒」の商品名で
各蔵に300mlの商品を作ってもらい、コープさっぽろ
店頭で販売する仕組みで、昨年12月からおよそ半年間
で累計1万本を販売しました。今後も毎月 1蔵のペー
スで新しい花咲醸酒を販売予定です。
　また、はなさけの活動はコープさっぽろの情報誌
『Cho‒co‒tto』（毎月57万部発行）に掲載し、家庭の台
所を預かる主婦層にも道産酒の啓蒙を図っています。
　今年度はさらなる新しい試みとして、「自分で作る
道産酒＝自酒（じざけ）」の取組をスタートしました。
　このプログラムでは、コープさっぽろ職員・パート
と参加者（＝飲み手）が春に酒造好適米の田植えを行
い、秋には自分たちの手で稲を刈って、さらに醸造後
はラベルを貼り、一つの商品になるまでを体験します。
醸造協力は小林酒造（栗山町）。来年の春にはコープ
さっぽろ店頭で一般販売する予定です。
　また、若者層へのアプローチとしては、札幌大通ま
ちづくり株式会社や天使大学と連携して「大通すわろ
うテラス」を活用したリアルプロモーションも実施。
道産酒カクテルや道産酒を使ったかき氷などを提供
し、若者の“日本酒デビュー”を仕掛けました。
　こうした一連の活動の結果、賛同者は徐々に増え、
当初12名だったはなさけ会員は、約 1年で80名を超え
ました。はなさけ会員は道産酒の消費者であるばかり
でなく、一人ひとりが道産酒の「伝道師」として、草
の根的に道産酒の普及活動を“毎晩”顔を赤らめなが
ら楽しく行っています。
　日本酒を取り巻く状況は依然として厳しいものがあ
りますが、一方で、道産酒の出荷量が 2年連続で上昇
するなど、明るい兆しも見えています。
　はなさけでは今後も「道産酒のおいしさを次世代に
伝える」ためのさまざまなアイデアを練り、実践して
いきたいと考えています。


